
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国際ロ－タリ－第 2790地区 
木更津東ロ－タリ－クラブ 

2022-23年度 

ホームページ https://kisarazueast-rc.jp 

◆点鐘 １２時３０分   
大里光夫会長    

 
◆Ｒソング斉唱 

「奉仕の理想」 
 

◆四つのテスト     堀内正人会員 

 

■司会進行  松岡邦佳ＳＡＡ 

木更津東ロ－タリ－クラブ 

会  長   大 里 光 夫 
幹  事   石 田 亨 
編  集   田 口 理 紗 

ＲＩ会長    ジェニファー・ジョーンズ 
地区ガバナ－  小 倉 純 夫 
ガバナ－補佐  梶 暉 芳 
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国際ロ－タリ－第2790地区 

◆欠席者【敬称略】 
佐藤優希・小林千晃・小林裕治・嶋津正和・鈴木隆昌 
鈴木秀幸・中野麻美・林田謙志・藤野宏冶 

◆出席 会員４２名 ◆出席率     ７６．９２％ 
出席３０名 ◆修正前出席率 ８０．００％ 
欠席１１名 ◆修正後出席率 ８５．００％ 

 

ガバナー公式訪問 合同例会・クラブ協議会 



◆ゲスト・来訪ロータリアン紹介 

大里光夫会長 

◇ガバナー           小倉純夫様 

◇ガバナー補佐          梶暉芳様 

◇地区幹事          芝田安弘様 

◇地区インターアクト委員長 久佐野博史様 

◇第５グループ幹事      平野弘和様 

◇米山奨学生          玄香花様 

 

◆ガバナー挨拶        小倉純夫様 

 

 

◆ガバナー補佐挨拶       梶暉芳様 

 

 

◆米山奨学金授与 

大里光夫会長より玄香花様へ  

 

◆誕生日祝い     佐藤丈夫会員（10/3） 

 

 

◆会長挨拶         大里光夫会長 

 

本日は小倉ガバナーのご来訪に際し、木更

津東クラブを代表して心より感謝申し上げま

す。また芝田地区幹事、梶ガバナー補佐、平

野グループ幹事に於かれまして重ねて感謝申

し上げます。木更津東クラブの今年度のテー

マは「出会いから生まれる奉仕」です。この

テーマに至る前、小倉ガバナーのテーマ「ロ

ータリーの仲間と信頼を繋ぎ、千葉から世界

を変えていこう」を自分の中で噛み砕きなが

ら木更津東クラブの活動を派生的に広げてい

くことを考えテーマを決めました。コロナの

感染爆発が起きてから２年が過ぎ、お互いの

対面が可能になると、従前は有り前であった

人間関係が新しい出会いになると考えており

ました。本年度が始まり数か月が過ぎますが、

各委員会の皆様が能動的に活動くださり地域

奉仕活動の目を育んでくれています。それぞ

れの出会いを大切にしてくれているものと感

じております。このような発想を持たせてく



れたガバナーの指針には心より御礼申し上げ

ます。 

本日は富津シティークラブの皆様とクラブ

協議会の中で相互理解を深め、ガバナーとの

情報交換から新たな奉仕を発想する機会にな

ることと思います。本日はよろしくお願いい

たします。 

 

◆会長挨拶 富津シティＲＣ 立石泰之会長 

 

皆さん、こんにちは。わたくしは富津シテ

ィロータリークラブで会長を仰せつかってお

ります立石泰之です。本日のガバナー公式訪

問 合同例会を開催するにあたり会場設営を

していただきました木更津東ロータリークラ

ブの皆様、ありがとうございました。ガバナ

ー小倉純夫様、ガバナー補佐 梶暉芳様 ゲ

ストロータリアンの皆様、ご来訪ありがとう

ございます。 

私たちのクラブが今後行います地区補助金

を活用するプロジェクトをご報告させていた

だきます。 

「東日本大震災語り部プロジェクト」 

～富津市内小中学生に大震災の経験と教訓を

伝える～ 

富津シティロータリークラブは 2011年 3月

11日に発生した東日本地域における大規模地

震による大震災の翌年より宮城県石巻市を訪

れ震災からの復興への様子や震災孤児等への

支援を継続的に実施してきました。あの震災

から 11年の月日が経ち、人々の震災の記憶が

薄れてきているのも感じます。そのような現

状を踏まえ、宮城県石巻市の現地とオンライ

ンを繋ぎ震災遺構で残されている場所から実

際に被害にあわれた語り部の方より震災の怖

さや震災が起こった時にどう行動すべきか等

の生の声を聞いて頂きたいと思います。この

プロジェクトにより防災意識の向上が図られ、

ご家族やご友人と自然災害に対する備えと震

災が起こった時にどうすべきかを考えて頂く

こと。そして防災への興味が様々な分野で活

躍する未来ある富津市の子供達への夢や目標

へのきっかけとなれば幸いです。千葉県知事 

熊谷俊人様も 2019 年の台風 15 号の被害が甚

大でしたので「日本一の防災県をめざす」と

宣言しております。わたくしは、「東日本大震

災語り部プロジェクト」が仲間同士の信頼・

友情を繋ぎ、千葉という地域から世界を少し

ずつでも変える奉仕活動になると思います。

本日は、宜しくお願い致します。 

 

◆幹事報告          石田亨幹事 

 

1. 第４回理事会報告 

出席者 8名+事務局 1名 

審議事項 

① 11 月移動例会（さくら植樹＆太田山清掃）

の企画書案について 

→承認されました。 

② 太田山公園と恋の森をきれいにする会とｲﾝ

ﾀｰｱｸﾄｸﾗﾌﾞとの連携について 

→承認されました。 

③ 米山記念奨学生について 

→承認されました。 

④ 11月例会変更について 

→承認されました。 

2. 幹事報告 



1) 10月米山奨学会への寄付金のご案内をいた

しましたが、11月末頃まで受け付けており

ますので、引き続きよろしくお願いいたし

ます。また、11月にロ－タリ－財団への寄

付ご案内も予定しておりますので何卒ご協

力くださいますようお願いいたします。 

2) 太田山公園清掃活動についてご案内を回覧

いたします。  

3. 他クラブからのお知らせ 

1） 君津 RC「週報」が届いておりますので回

覧いたします。 

4. その他のお知らせ 

1) 「世界ポリオデー啓蒙イベント」について

の募金額を先週回しました、募金総額

23.000円でした。ご協力ありがとうござい

ました。 

5. 回覧 

・ 太田山公園清掃活動について 

・ 君津 RC「週報」 

 

◆幹事報告 富津シティＲＣ 阿部信一幹事 

 

1. 研修系 3委員会合同セミナー報告 

10/1に開催された研修系 3委員会（ロータリ

ー情報委員会，職業奉仕委員会，ロータリー

研修員会）合同セミナーでのポイントは以下

の 2点です。【テーマ】もっとロータリーを知

り、もっと元気なクラブを目指そう 

① “ロータリーを知る⇒ロータリーを好きに

なる⇒ロータリーを楽しむ⇒ロータリーを

もっと知りたくなる”というサイクルを回

しクラブの活性化を図る。それにはクラブ

研修を充実させて基本的な情報や活動を知

る必要がある。研修会や卓話を活用して推

進して欲しい。 

② 長期計画（クラブ数値目標）を全員で議論

し、PDCAを回すことが大事である。その過

程で会員同士のコミュニケーションができ、

クラブ活動が活性化される。 

2. 各種活動参加の日程調整 

10～12月は地区の行事、プロジェクト活動

が予定されている。できるだけ日程調整を事

前に実施して参加をお願いします。 

 

◆転勤のご挨拶       佐藤丈夫会員 

 

◆ご挨拶           竹川佳孝様 

 

 

◆ニコニコボックス報告 

親睦出席委員会 大岩もえ会員 

 
 

◇佐藤丈夫会員 



最後の出席となります。最後まで誕生祝い
まで頂きまして大変ありがとうございまし
た。2 年 8 ヶ月と長い間、本当に本当にあ
りがとうございました。 

 

◇大里光夫会長 

小倉ガバナーの来訪に感謝致します。 

 

◇梶暉芳様 

 

◇山田修平会員 

小倉純夫ガバナーには私共のクラブに公式
訪問にお出で頂きありがとうございます。
よろしく御指導下さい。 

 

◇渡辺慎司会員 

香花さん誕生日おめでとうございます（来
週ですが）。また、10月 26日に富津シティ
さんに香花さんが卓話をさせて頂きます。
よろしくお願いします。 

 

◆出席報告         大岩もえ会員 

 

◆ニコニコボックス報告 

富津シティ RC 江藤康子様 

 

■例会アワー 

◇卓話者      ガバナー 小倉純夫様 

 

「これからのロータリーを考える」 

～本年度RIテーマと地区活動方針について～ 

1. 本年度 RI テーマと地区活動方針について 

・ 2022 年度 RI会長ジェニファー・ジョーン

ズ氏（ RI初の女性会長）は，本年度テーマ

を IMAGINE ROTARY（イマジン ロータリ

ー）として、「より良い未来をイマジン（想

像）し、世界により良い変化を！」と呼び

かけた。これを受けて本年度地区スローガ

ンとして次のとおり決定。「ロータリーの

仲間との信頼を繋ぎ，千葉から世界を変え

てゆこう！」 

・ 従来考えていた地区スローガン「ロータリ

ーを楽しみながら，地域で，そして世界で

良いことをしよう！」は，第 2 スローガン

とする。ロータリーの基本は親睦

（ fellowship） と奉仕（ service）  

2. ガバナーの任務・役割について 

・ クラブの活性化，元気なクラブ作りの支援

に尽きる→その為の DLP, CLPの活用→ク

ラプ，会員が 主役→クラブの課題とその

分祈→解決策の検討（ビジョンと行動計画） 

・ グループ再編問題，ガバナー補佐任命間題

を通じて考えたこと 

地区とクラブとのコミュニケーションの在

り方，信頼関係の再構築 

職業奉仕の大切さ（四つのテスト），クラ

ブの例会における親睦活動の大切さの再確

認 例会は心のオアシス（佐藤千寿氏） 

・ コロナ禍の中でのロータリー活動（パンデ

ミックの教訓） 

2 年半に及ぶ新型コロナウイルスの感染拡

大→収束の見通し立たず（第 7 波の到来） 

→クラブ例会・行事等の中止（又はオンラ

イン化）→親睦奉仕活動の停滞，会員の減

少 

→最近の感染者激増→コロナとの共生（会

員の支援例会・親睦活動の在り方の再検討） 

3. ロータリーの歴史を振り返る 

・ 1905 年→親睦と相互扶助から出発（一業種

ー会員制）→社会奉仕の考え→四（五）大



奉仕ヘ 

・ ロータリーとは、職業倫理を重んずる実業

人，専門職業人の集り（ロータリーの友 6

頁） 

・ ロータリーの目的，理念→「意義ある事業

の基礎として奉仕の理念を奨励し，これを

育むこと」「奉仕の理念」とは→他人を思

いやり，他人の為になることをしようとす

る考え方 セントルイス大会決議23-34 ロー

タリーの奉仕の基本理念の確立 

・ ロータリーの魅力とは、一つの人生哲学「入

りて学び出でて奉仕せよ」（ Enter to Learn, 

Go forth to Serve）  

例会（親睦） →出会い，交流（坊磋琢磨） 

→人間としての成長＝信用→安定した経営

奉の実践 

・ 日本のロータリーは周回遅れか？（ガラパ

ゴス化） 

Vocational Service（職業奉仕）に対する考

え方の違い⇔「奉仕の理念」 

4. ロータリーの変化とその対応 

・ 2001 年：一業種ー会員制の撤廃 2013 年：

職業のない人の入会資格を認める 

・ ロータリーのライオンズ化（団体寄付中心）

I serve から We serve へ 

・ 2016 年の規定審議会一柔軟性の採用 

｛例会と出席｝｛会員身分｝ 標準ロータリ

ークラブ定款の条項に従わない規定又は要

件をクラブ細則に含めることができる 

・ 2019 年規定審議会 更なる柔軟性の確認 

メークアップ期間を同じ年度内に拡大，職

業分類の制限撤廃，ローターアクトクラブ

に 

RI 加盟を認める 

・ 何故ロータリーは柔軟性を採用したのか？

→RI の危機感（会員の嵩齢化，減少）→北

米，日本等 での会員の減少とインド，ヨ

ーロッパ，韓国での会員増加（別紙）→悪

循環か？ 

RI と TRF の一体化→ {•いずれライオンズ

クラブとの合併か？・地域に応じた自治権，

裁量権を認める方阿？ 

5. これからのロータリーについて 

・ ロータリーの目的，四つのテスト，中核的

価値観（親睦，奉仕，高潔性，多様性，リ

ーダーシップ）は不変 

・ ロータリーのビジョン声明，行動計画，DEI

（多様性，公平性，包摂［生）の提唱 

・ 未来の形成委員会(SRF)→地区制度の見直

し→内容は不明確（北米の会員の急減が 実

施の理由か） 2 つのパイロット地区で実施

（2022 年 4 月規定審議会決議） 

6. アフターコロナの新しいロータリーはどう

あるべきか 

→例会及び奉仕活動の在り方クラブの多様

化→衛星クラブ，女性だけのクラブ，若者

や老人だけのクラブ等 

元気なクラブ作りの支援のための方策→元

気なクラブとは？→CLP の活用 

1) クラブの中長期目標とその実現のための

行動計画の策定（毎年の見直しとチェッ

ク） 

2) 会員同士の交流を深める（クラブ内のオ

ープンなコミュニケーション・DEI の浸

透を図る） 

3) 会員の積極的参加を促す（例会，奉仕活

動）財団の補助金を利用して会員全員で

奉仕 プロジェクトを策定し，奉仕の意

識を養い，それを実行する→参加したく

なる例会と奉仕活動 

4) 会員の増強（退会防止）若い人達の入会

が無ければロータリーは消滅する 

5) クラブの若手リーダーの育成→クラブの

ロータリー研修の実施 

6) IT の推進（コロナ禍での例会の在り方

を再考する） 

7. 最後に 



 

 

 

 

◆点鐘  大里光夫会長   １３時３０分 

 

■クラブ協議会 

◆合同クラブ協議会  進行 松岡邦佳 SAA 

 

 

◇開会の言葉 13:40    大里光夫会長 

 

 

◇ガバナー挨拶 13:45    小倉純夫様 

 

 

◇ガバナー補佐挨拶 13:55   梶暉芳様 

◇グループディスカッション 14:10 

円卓にて木更津東・富津シティ合同 

 

テーマ『元気なクラブ実現を目指して』 

討議の柱 

① 会員相互の交流を深めるためには 

② クラブの奉仕活動を通して 

③ ロータリー活動を地域に広めるためには



 

 

 

◇発表・質疑応答 ① 14:10 

近藤直弘 クラブ管理運営委員会委員長 

 

元気なクラブを目指すために会員相互の交

流を深める機会を増やす、そのためには幅広

く多くの人が交流する機会作る必要があると

考えます。委員会内の交流、委員長副委員長

同士の横の交流、同世代の交流、長く経験の

あるメンバーとまだ経験の浅いメンバーの勉

強の機会、等々様々な機会を作る必要がある

と思います。 

具体的には、 

・ 座る席を変えていく。ただし、目的は会話

の機会を増やし交流を深める事なので、1

カ月毎に変更し 1 カ月間の席固定をする。

変更の仕方としては、1回目は委員会ごと

に分かれ、2回目以降はくじで決めるなど

が考えられる。 

・ やはり夜にゆっくりと集まって飲食をしな

がらだと親近感が生まれる。ただし、昨今

女性会員も増え、また多様な業種も増える

中で、夜の参加は難しいというメンバーも

増えてきているので、昼夜問わず親近感の

生まれる機会をあらたに作ることが重要。 

・ メンバーそれぞれがどのような仕事をして

いるかをより知ることでお互いの仕事にも

生かせる機会も増え仕事上での交流も深め

られる。例えば、毎例会で 2~3分自分の仕

事の紹介のコーナーを作るとか、例会では

なくてもメンバー同士で個々の職場に見学

や体験ができる仕組みなどを作るなど。 

・ 会員の人数が少ないからこそ、例会に出席

すれば交流は深まるので、例会の内容を工

夫することで出席率を高めることが重要。 

 

発表・質疑応答 ② 14:25 

宮寺順子社会奉仕プロジェクト委員長 

 

木更津東ロータリーの奉仕活動は、太田山

公園において 桜の植樹活動・太田山公園の清

掃活動・図書館への寄付・ボーイスカウトへ

の寄付・インターアクトとの交流・年末募金・

ウクライナ支援のひまわりを送る。等の活動

をしています。しかしコロナの影響もあり、

メンバーが参加できる活動は現在桜の植樹や

清掃活動位となっており、プレジョブなどは

活動そのものができなくなっています。コロ

ナ次第ということもありますが、会員全員が

参加できる奉仕活動を今後増やしていくべき

であると考えます。その中でヒントになる点

は、木更津東ロータリーの紹介で、太田山を

きれいにする会の清掃活動に木更津総合高校

のインターアクト部が参加することになりま

した。やはり、ロータリーが地域の色々な団



体をつなげロータリーだけでなく、広く世間

を巻き込む活動をしていくべきであると思い

ました。また今年度より骨髄バンクの登録者

を一人でも多く増やす活動のご協力をしてい

きたいと考えています。 

次に富津シティロータリーさんのご活動を

お伝えします。２ヶ月に１度、早朝例会で清

掃活動を行っている、現在のコロナ化の状況

で難しいですがベトナムに出向き孤児の支援

活動を行っている。今年に限っての活動には

なるが、震災の語り部を小学校と中学校で行

い、その際父兄の皆様にも聞いて頂く努力も

進めている。また富津ふれあい公園で桜の植

樹と整備を兼ねて親睦のお花見会を実施して

いる。 

以上、社会奉仕プロジェクト委員会より報

告です。 

 

◇発表・質疑応答 ③ 14:40 

富津シティ RC 和田充敏 副会長 

 
前回の協議会内容を振り返り、改めて両ク

ラブの共通点 3 点を確認致しました。 

2) SNS 等のメディアを活用した活動の周知。

両クラブとも HPや Facebook を活用あり 

3) 他団体との共同による奉仕活動により双方

団体の活動の周知。 

木更津東 RC では、太田山清掃活動を「太

田山をきれいにする会」のみなさんと活動。 

4) 若い世代への参加しやすい奉仕活動の推進。

木更津東 RC では、木更津総合高校インタ

ーアクトとの協働での奉仕活動を実施。 

富津シティでは、インターアクトや RYRA

への積極的な参加により若い世代が参加し

やすい奉仕活動を検討したい。 

以上の共通点から他団体や一般の方、若い

世代の参加しやすい奉仕活動を創出すること

によりロータリークラブ以外からの活動の周

知をしてもらえるようにすることが更なる奉

仕の拡大を図れるのではないかと思う。 

また 今年度実施される第 5 グループ内で

の統一した奉仕活動「アクアラインマラソン

参加者へブルーベリーを配り喉を潤して頂く

活動」も地域に根差したインパクトのある奉

仕活動でありマラソン参加者からも活動を周

知して頂ければ大きな広報となりうると思う。 

最後に個人的な意見ではあるが、活動を広

めることも非常に大事だが会員全員が奉仕活

動に携わり達成感を共有することができれば

更なる奉仕の拡大と地域へのロータリークラ

ブの認知が広まるのではないかと思います。 

 

◇ガバナー講評 14:55    小倉純夫様 

 

 

◇閉会の言葉 富津シティ RC 立石泰之会長 

 


